別添様式１
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目が持つ力
福岡県・北九州市立南曽根中学校・三年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふじき),藤木)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たいき),太基)
　―犯罪―この言葉には恐怖をおぼえる。だが、あまり危機感はない。なぜなら、僕は今まで犯罪に巻き込まれたことがないからだ。世の中には、犯罪をするような人は少なく、だから巻き込まれることも滅多にないと思っている。犯罪に対してあまり実感の湧かない僕は、母に「今まで身近に起きた犯罪ってあるかな？」と聞いてみた。すると、「ウチは被害に遭わなかったけど、ゴールデンウィークに起きた放火事件じゃない？」という答えが返ってきた。
　今年の五月、僕の住んでいる地域で、夜中に車が放火される事件が数件立て続けに起きた。テレビのニュース映像で見る現場が、あまりに近所で驚いた。高級車ばかりを狙っているという報道だったので、父と母は「ウチは大丈夫だね。」と言いながらも、まだ犯人は捕まっていなかったので心配そうだった。次の日も夜中に放火事件が起きたが、それと同時に犯人が捕まったと報道されていて、ひとまず安心した。犯人は隣町に住む若い青年だった。犯人の動機は報道されていなかったが、高級車ばかりを狙っていたので、何かお金持ちの人に対する羨ましさや妬みがあったのかもしれないと思った。
　僕は、どんな理由でも人の車に放火する気持ちは分からない。だけれど、「分からない」と言ってしまうだけでは何も解決しないし、「分からない」から放置してよい問題でもない。だから、自分なりにどうすればよいのかを考えてみた。

　例えば、犯人が抱えていた悩みやストレスを発散できる環境があれば、あるいは話せる家族や友達がいればどうだっただろう。少しでも気持ちが明るくなっていれば、人の車に放火するなんてことは考えなかったかもしれない。
　また、犯罪を実行できない環境作りも必要だと思った。その一つとして「人の目」があると思う。毎日夜中に警察官がパトカーで見回りするのは難しいと思うけど、地域の人たちで週に一回ぐらい見回りをするだけでも抑止力になると思う。誰かに見られている可能性があるというだけで、少しは犯罪をするのを留まるはずだ。さらに住民からしても、夜に見回りをしてくれる人がいることは安心できる。「人の目」があると、犯人にとっては抑止力となり、地域住民にとっては安心感につながると思う。
そして、まだ学生である僕にできることは何かを考えてみた。
まず「友達を気にかける目」を持つことだと思う。僕たち学生は、犯罪というより友達にいたずらや意地悪をする方が身近な出来事だと思う。それを「まだ子どもだから。友達同士のことだから。」と許していては、癖や染みついた思考のせいで、大人になった時に本当の犯罪を起こしてしまうと思う。それを防ぐためには、「友達を気にかける目」を持って、悪い行動をしている友達には声をかけ、何か理由がありそうなときは話を聞いてみる。そうして相手の気持ちに寄り添えば、悩みやストレスを抱え込む人は少なくなると思う。
そして、「自分の目」も重要だと思う。自分自身は正しい行動をとれているか、悩みやストレスを抱えこんでいないかなど、自問自答することも必要だと思う。他人を気遣うことも大事だが、その代わりに自分を蔑ろにしてしまっては意味がない。みんながそれぞれ「自分の目」を持つことで、悪いことをしようという気持ちを防ぐことができると思う。なぜなら、自分のことを一番分かっているのも、自分が悪いことをするときに、必ずそれを見ているのも自分自身だからだ。
気持ちを察して寄り添ってくれる「家族や友達の目」防犯の意識を持って見回ってくださる「警察官や地域の人の目」友達の悩みに気づいてあげられる「友達を気にかける目」正しい行動ができているかを確認する「自分の目」など、色々な人たちの目の力で、犯罪を減らすことができれば、より明るい社会が作られると思う。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催


第７１回“社会を明るくする運動”作文コンテスト









